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チャド共和国 　デボヌー ドースマ さん

私の国はこんなところ
　アフリカ北部中央の内陸に位置するチャドは、
言語、宗教、文化遺産など多様性に富んだ国で
す。ザクーマ国立公園、世界遺産ウニアンガ湖
沼群、700万年前のサヘラントロプス化石（最
古の猿人類の頭蓋骨。「生命の希望」という意
味の現地語の愛称トゥーマイがある）など、魅
力的な観光国として有名です。石油、金、ウラ

ンなどの天然資源や、綿、牛、鉱物、アラビアゴムなどの資源も豊富です。 
　首都ンジャメナ市は国内で最も人が集まる栄えた場所で、伝統的なレスト
ランもあり、昼でも夜でも楽しめます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　おいしいお米、甘いスイカ、美しい美術館のある南魚沼は、私がこれまで
訪れた日本の街の中で最高の場所です。ぶどう収穫祭、火渡り祭や浦佐毘沙
門堂裸押合大祭などさまざまなイベントや人びとのおもてなしを通し、多く
を学び、この地域にすぐに溶け込むことができました。稲刈りや南魚沼縦断
駅伝大会への参加や、おにぎりの作り方を学ぶ機会もありました。
　喜びを共有してくれるすてきな人たちと共に、毎日楽しく過ごしています。

公用語 フランス語、アラビア語
首　都 ンジャメナ
面　積 1,284,000㎢�（20位） 
人　口 14,890,000人 

GDP（PPP） 108億6,000万ドル
� （161位）
通　貨 CFAフラン（XAF）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です
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